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補修・防食対策ガイドブック発刊の目的

日本コンクリート防食協会会員が保有する、上水道・下水

道・農業集落排水等施設において使用されるコンクリート構

造物の補修・補強・防食に関する情報を発注事業体・設計

者・受注者等に提供すること
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補修・防食対策ガイドブックの構成

《大分類》



《
中
分
類
・
小
分
類
》

❶ 調査・診断全般 現地調査

❷ 防食被覆工法 下水道施設対応工法

大分類 中分類

塗布型ライニング工法

小分類

シートライニング工法

モルタルライニング工法

農業集落排水施設対応工
法

塗布型ライニング工法

シートライニング工法

上水道施設対応工法 吹付け型

塗付け型

その他



《
中
分
類
・
小
分
類
》

大分類 中分類 小分類

❸ 防水材料・工法 水槽内面防水対応

外部防水対応

その他

❹ 断面修復材料・工法 下水道施設対応材料・工法

農業集落排水施設対応材料・工法

上水道施設対応材料・工法

その他



❺ 補強筋・補充筋
材料・工法

FRP補強筋

❻ ひび割れ処理
材料・工法

FRPシート接着工法

大分類 中分類

低圧注入工法

上水道施設

目地補修材料・工法

❽ その他

防錆剤材料

止水材

その他

その他

充填工法

❼ 端部処理・シー
リング材料

超高圧水処理工法

《
中
分
類
・
小
分
類
》



掲載工法・材料別の分類一覧の例

中
分類

小
分類

工 法 名 団体名・会社名
掲載
ページ

下
水
道
施
設
対
応
工
法

塗

布

型

ラ

イ

ニ

ン

グ

工

法

VER-SEO工法（エポキシ樹脂/ノンクロス工法） インフラ保全技術協会
（ベルテクス㈱） ８

VER-SE工法（エポキシ樹脂工法A～D種） インフラ保全技術協会
（ベルテクス㈱） 10

VER-SR工法（エポキシ樹脂モルタル工法） インフラ保全技術協会
（ベルテクス㈱） 12

エ ア タ イ ト Ａ ー Ｖ Ｅ ～ Ｄ ー Ｖ Ｅ 工 法 （ FRP ラ イ ニ ン グ ）
（ビニルエステル樹脂系）

エアタイト工法協会
（大泰化工㈱） 14

ｴﾎﾟﾏｰGP-A工法(A種)･ｴﾎﾟﾏｰGP-B-1工法(B種)･ｴﾎﾟﾏｰGP-303-C工法(C種
)･ｴﾎﾟﾏｰGP-303-D工法（D種)  （エポキシ樹脂
系）  

Ａ・Ｂエポマー工法協会
（旭化成アドバンス㈱） 16

ｴﾎﾟﾏｰGP-303-C工法･ｴﾎﾟﾏｰGP-303-D工法
（エポキシ樹脂系）

Ａ・Ｂエポマー工法協会
（旭化成アドバンス㈱） 18

団体名・会社名 ： 五十音順に記載



工法・材料概要説明シートの掲載例



ご利用にあたっての注意事項の要点

１．日防協が掲載工法・材料の技術的評価及び認定するものではない

２．上水道施設におけるJWWA規格・厚生省令への適否を,日防協が

評価及び認定するものではない

３．下水道施設の適用規格は、平成29年12月版「JS防食マニュアル」

を掲載している

JS防食マニュアルの改訂された場合は、改訂版への適否は掲載者

に直接確認するよう求めている

４．掲載されている工法・材料等全ての問い合わせは、直接掲載者

に問合せするよう 求めている



コ ン ク リ ー ト 防 食 工 事

積 算 資 料

令和６年７月



積算資料策定の目的

◆日本下水道事業団「下水道コンクリート構造物の腐食抑制技術及び防食技術

マニュアル」（ＪＳ防食マニュアル）では、防食被覆層の耐久性を向上させ

ることを目的に、着工前調査や被覆端部の処理等が規定されている

◆しかし、これら規定されている項目が、設計・積算に適切に反映されてい

ない事例が多く確認されている

※結果、防食工事の施工者が自腹を切る事例が増加する

◆防食被覆層の耐久性に関わる問題のため、これに対する対策として日防協

独自の「積算基準」を策定し、この基準の普及を進めることで問題解決を

図ることとした



積  算 資 料 の 目 次

Ⅰ．目 的

Ⅱ. 工 事 費 の 構 成

Ⅲ．職 種 と 主 た る 職 務

Ⅳ．積 算 基 準

  １．着 工 前 調 査

  ２．劣 化 部・既 設 被 覆 層 の 除 去

  ３  鉄 筋 処 理 工

  ４．出 隅 部 処 理 工

  ５．防 食 端 部 処 理 工

Ⅴ．見 積 り 依 頼 書 例



工 事 費 の 構 成  (1)

工事費

工事価格

消費税等相当額

工事原価

一般管理費等

直接工事費

間接工事費

共通仮設費

現場管理費

純工事費

積算対象



工 事 費 の 構 成  (2)

新設工事

対象コンクリートの表面処理

出隅部処理（R取り）

対象コンクリートの素地調整

防食被覆工法

防食被覆層の端部等の処理

対象コンクリートの前処理

直接工事費

凡例：  箇所が積算対象項目



工 事 費 の 構 成  (3)

改築工事

着工前調査

劣化部・既設被覆層の除去

排水処理

発錆鉄筋防錆処理

断面修復

出隅部処理（R取り）

防食被覆工法

防食被覆層の端部等の処理

直接工事費

凡例：  箇所が積算対象項目



職 種 と 主 た る 職 務

職 種 主たる職務 適用単価

防食専門技術者
所定の資格要件（コンクリート防食技士）を満

たし、コンクリート防食工事全般にわたり施

工・品質管理を担当する技術者

国土交通省「設計業務

委託等技術者単価『測

量技師』」を適用 注）

土木一般世話役
コンクリート及びコンクリート防食に関し、相

当程度の技術を有し、主として指導的な業務を

行うもの

国土交通省「公共工事

設計労務単価」を適用

特殊作業員

相当程度の技能を有し、各種作業について必要

とされる主体的業務を行うもの
はつり工

左 官 工

普通作業員 普通の技能を有し、各種作業について必要とさ

れる補助的業務を行うもの



防食専門技術者の適用単価について  (前ページ の 注））

。国土交通省の設計業務委託等技術者「測量技師」は、包括的指示のもとに

業務の計画、実施を担当する者とし、また、業務を指揮、指導する者と定

義づけられている。このような技術者の条件であることから、防食専門技

術者の適用職種として準用することとした。

なお、防食専門技術者は、発注設計図書及びJS防食マニュアル等基準書類

を遵守し、施工品質確保のために必要な施工計画・品質管理計画等の立案、

実施を担当し、作業責任者等を指揮・指導し、コンクリート防食工事の品

質を確保するとともに、10年保証を担保する立場の技術者である。



◆積算資料 １．着工前調査

• 着工前調査は、以下の条件が該当する場合に計上する。

• ➊  既設コンクリートにおける劣化部除去の深さや断面修復の施工
•   厚さを確定する必要がある場合。

• ❷  既存施設において、予備調査や詳細調査として十分な調査がで

•   きていない場合。
• 注）JS防食マニュアル第6章6.1「着工前確認」による。

◆ 本調査は、設計図書と当該施設の現状に相違がないかを、工事着
工前に確認することを目的とする。

相違ある場合は設計変更対象となる。

◆ 本調査は、当該施設の汚泥排出・洗浄・足場仮設後に行うことが
好ましい。



１．既設被覆層の無い、単なるコンクリートの劣化部除去と、既設被覆層があ

る場合は補正する。

◆積算資料 ２．劣化部・既設被覆層の除去 ➊

補正条件 補正率

既設被覆層無し又は既設被覆層除去後 1.00

既設被覆層有り①
（エポキシ樹脂ガラスクロス入り・ノンクロス）

1.15

既設被覆層有り②
（セラミックパウダー入りエポキシ樹脂、ポリウレア樹
脂、ビニルエステル樹脂等3mm以下）

1.35

既設被覆層有り③
（セラミックパウダー入りエポキシ樹脂、ポリウレア樹
脂、ビニルエステル樹脂等5mm以下）

1.55



• ２．施工部位・施工数量による補正率

◆積算資料 ２．劣化部・既設被覆層の除去 ❷

施工数量

施工部位
300㎡以上

200㎡以上
～

300㎡未満

100㎡以上
～

200㎡未満

50㎡以上
～

100㎡未満

壁 部 1.00 1.10 1.40 2.20

床 部 1.00 1.10 1.40 2.20

天井部 1.30 1.40 1.70 2.60

注1）施工数量が適用範囲外の場合は、別途見積徴収とする。
注2）施工数量（㎡）は、施工部位の合計㎡数を適用する。
注3）上表で壁部と床部が同一補正率なのは、床部の場合、除去したガラを施

工面から除去しながら施工するためである。



• 3.排水処理

➢超高圧水処理による劣化部・既設被覆層の除去に伴い発生する排

水は、コンクリートから溶出する水酸化カルシュウムにより、ア

ルカリ度の高い排水となる。

➢そのため、排水を場内処分する場合は、排水の中和処理と浮遊物

の除去が必要になる。

➢本項では、排水処理に係る代価表を示す。

➢本項で示す代価は、300㎡を基準としている。

◆積算資料 ２．劣化部・既設被覆層の除去 ❸ 



➢鉄筋処理は、発錆した鉄筋に防錆処理を施し、鉄筋の腐食進行を

防止することを目的とする。

➢なお、補強筋等補強を必要とする場合は（腐食グレード4）、個

別に別途見積りとし本基準は適用しない。

➢本基準は、20ｍ単位で計上している。

◆積算資料 ３．発錆鉄筋防錆処理 



• 出隅部処理工は、新設工事は「対象コンクリートの前処理」、改築工事では

「断面修復工」において、梁部や柱形、開口部周り等の出隅箇所の防食被覆

層が均一な施工厚さを確保することを目的として、対象コンクリートの前処

理又は断面修復工において、出隅部に丸み（Ｒ:１０ｍｍ以上）を持たせるよ

う処置する。

• 本基準は、20m単位で計上している。

◆積算資料 ４．出隅部処理

削り取り

10R以上

 



➢防食端部処理工は、埋設配管周りや受枠周り等の端部及び防食被覆層

施工端部（防食被覆施工範囲外との境界部）は、コンクリートが劣化

する直接的な原因である硫酸が侵入しやすいため、前述の箇所からの

硫酸の侵入を防止するために適切に処理することを目的とする。

➢防食端部処理工は、JS防食マニュアルの施工例に基づいて、該当寸法

に基づいてVカットした場合の△形状（◣角）で積算している。

➢ JS防食マニュアルにおける当該処理の掲載箇所

• 「付属資料６ 防食被覆工の前処理・端部処理の施工例」

• 図付6-1～図付6-18が該当する。

◆積算資料 5．防食端部処理



見 積 り 依 頼 書（例）

◆本見積り依頼書（例）は、発注者又は設計者より、業界側に依頼

する標準的な見積り依頼書を示している。

◆標準的な見積り依頼書を示すことで、工事対象範囲（工種）・施

工数量等依頼内容を統一化することにより、適正かつ公平な積算

がなされることを目的とする。



終わりに

この積算資料は、今まで設計者により処理すべき事項が適切に設計・積算されておらず、

結果、日防協会員（施工者）が10年保証するために、自腹を切って処理せざるを得ない

事態となる事例が多くあり、早急な対策が望まれてきました。

そのため、日防協委員会でで問題となる処理項目をリストアップし、それぞれの歩掛を作成し

たものです。

この積算資料を、発注者・設計者に周知徹底することで、会員の皆様方が自腹を切ること

なく、適正な設計・積算がなされるものと確信します。

よって、本積算資料を早期に周知徹底を図るためには、会員の皆様方のご協力が不可欠で

す。

発注事業体設計担当部署及び設計業務を請け負う立場のコンサルタント会社担当署に

積極的な告知活動をお願いする次第です。

皆様方の行動結果は、皆様方に反映されますので、ご協力よろしくお願いいたします。



この補修・防食対策ガイドブックが、皆様方のご協力のもとに速や

かに関係各組織に頒布され、多くの方により早くご活用いただけます

よう、重ねてご協力をお願いいたします

また、積算資料につきましては、編集の目的をご理解いただき、

適正な設計・積算に繋がり、施工者が自腹を切ることなく、耐久性に

優れた防食工事を行なうことが出来ますよう、ご協力いただければ幸

甚の至りです。

ご清聴ありがとうございました。
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